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研究成果の概要：  

 

本研究では、従来のフォーマルな農村開発プロジェクトでは十分に考慮されなかった、貧困農
村におけるインフォーマルな伝統的農村制度に焦点を当て、カンボジアとインドネシアの農村
を対象に実態調査と実験ゲームを行い、利他性、互酬性、社会関係資本などの要素を取り入れ
ることによって、リスクを回避するために形成された農村制度の編成原理を明らかにし、有効
な貧困削減プログラムの考案に資するデータの分析と、仮説・理論の整理を行った。 
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研究分野：農学 

科研費の分科・細目：農業経済学 
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１．研究開始当初の背景  本研究で対象とする途上国農村のリス

ク・プール、リスク回避のためのインフォー

マルな制度についての研究は、リスクに脆弱

な貧困層がリスクを回避したり緩和するた

めに、農村の社会経済構造の中に埋め込まれ

てきた仕組みを理解するうえで、重要な研究

である。この分野の研究は、ゲーム理論の発

  

一般に、途上国農村における農村開発プロ

ジェクトを効果的にするには、農村の伝統的

な社会経済システムの存在意義を理解して

おく必要があり、そのため、農村制度の経済

学的研究が行われてきた。 



展に呼応し、多くの理論仮説が提起されてき

たが、実証研究の成果は、合理的な損得勘定

だけで、これらの諸制度を説明できないこと

を示しており、従来、経済学がブラックボッ

クスに入れてきた、利他性、互酬性、信頼な

どといった要素をも考慮に入れた人間行動

のモデルを提示する必要性に迫られていた。 

 一方、利他性、互酬性、信頼などの社会心

理学的要素の人間行動への影響に着目した

行動経済学分野の研究は、近年、目覚ましい

発展を遂げつつあり、開発経済学の分野にも、

当然応用されるべき段階に差し掛かってい

た。 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の目的は、第一に、利他性、互酬性、

信頼、および、それと関連する社会関係資本

などの、従来、ブラックボックスに入れられ

てきた諸要素と、貧困農村にける住民がリス

クに対応するために利用しているインフォ

ーマルな農村制度（信用・保険制度、小作制

度等）との関係を解き明かすために、行動経

済学の分野における最近の成果を取り入れ、

理論的・実証的分析を行うことによって、農

村制度のメカニズムを明らかにすることに

ある。そして、すでに存在する、リスク対応

を目的とした伝統的な貧困緩和の仕組みを

利用し、新しいタイプのより効果的な農村貧

困削減プロジェクトを創生することが、第二

の目的である。 

 

 

３．研究の方法 

 

 農村貧困層による。リスク対応を利他性や

社会関係資本を考慮して分析するには、農家

経済（所得、資産、家計内生産行動、就業形

態等）のみならず、世帯特性（世帯員数、家

族労働力、年齢、教育水準、男女比等）につ

いての情報が、また、社会関係資本について

は、各世帯員による親族・近隣住民との付き

合い、共同行為への参加についての情報もま

た、必要となる。さらに、他人への信頼、利

他性、危険回避的性向などの数量的データを

得るために、実験ゲームの手法を用いる。 

 平成 19 年度には、カンボジアのコンポン・

スプー州、タケオ州の低地稲作農村において、

貧困ライン以下の世帯が５割を超える貧困

農村を選び、農村世帯からの聞き取り調査を

実施した。そして、そこで得たデータを用い、

農作物の不作や世帯主の病気など、貧困家計

へのショック、貧困、社会関係資本などの要

素と、児童の健康・栄養水準との関係につい

て、質的選択モデルに操作変数法を取り入れ

た新しい計量経済学的分析を行った。 

 平成 20 年度には、中部ジャワ稲作農村に

おいて、農村の家計調査と、地主・小作農を

対象とした実験ゲームを行い、地主・小作農

の世帯特性、経済状態、危険に対する選好指

標についてのデータを収集した。 

 そして、これらのデータを用い、地主・小

作農のリスク選好が、小作契約形態の選択に

どのような影響を及ぼしているかについて、

質的選択モデルによる数量分析を行った。 

 

 

４．研究成果 

 

 カンボジア低地稲作農村における実態調

査では、農村家計によるリスク・プールの方

法として、贈与交換・擬似信用が利用されて

いること、また、資産保有額や社会関係資本

の蓄積が大きいほど、贈与交換や擬似信用へ

の参加が促進されることを明らかにした。 

 また、農村の相互扶助的慣行や社会関係資



本が、家計所得や児童労働、リスク対応の慣

行等への影響をとおし、児童の就学促進や健

康・栄養水準の維持に、どのように影響して

いるのかを、構造方程式を推計することによ

り検証し、安全資産としての牛の飼養が児童

労働を増加させるが、それが、児童の就学、

健康・栄養水準に負の影響を与えることはな

いこと、社会関係資本は、児童の就学、健康・

栄養水準に正の効果をもつこと、などを明ら

かにした。 

一方、インドネシア中部ジャワ農村におい

ては、分益小作制度が、地主と小作農による

リスク分担を主たる目的とする制度である

とする、リスク・シェアリング仮説の妥当性

について分析を行った。調査地域では、リス

ク・シェアリング仮説によっては説明できな

い事実が観察されているが、これを整合的に

理解するために仮説が拠って立つ期待効用

仮説と代替的なリスク選好仮説であるプロ

スペクト理論を、実験ゲームの手法を用いて

比較検証した。その結果、期待効用仮説より

もプロスペクト理論の方がより良く地主・小

作農のリスク選好を説明すること、および、

調査地域の分益小作制度は、プロスペクト理

論により、より良く理解できることが明らか

となった。 
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